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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では，急性期病棟での患者の看護必要度と転室および看護師の訪問回数を調査し，チ
ームナーシングにおける看護拠点のあり方に関して研究を行った。その結果，中央の看護拠点
以外の看護拠点があることで，看護必要度の高い患者でも転室をすることなく患者管理ができ
る可能性があることが示唆された。また，看護必要度Ａ得点と訪問回数に強い相関がみられた
ため，看護必要度Ａ得点が高い患者数を基準とした看護拠点の数の検討が必要であることが推
察された。 
 

研究成果の概要（英文）： 
  This study examined the role of staff stations in a system of team nursing. The author 
researched the transfer room for patients, number of nursing visits, and nursing care 
needs scores in the acute care unit. 
  The following results were obtained: 
1) If there were staff stations in non-central locations, nurses were able to manage 
without a transfer room for patients with high care needs.2) A strong correlation was 
found between the scores of nursing care needs A and nursing visits. Therefore, the number 
of staff stations should be based on the scores of patients’ nursing care needs A. 
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１．研究開始当初の背景 

 平成18年度および平成19年度に，本研究代

表者は「看護拠点の位置と看護・医療チーム

体制に伴う病棟環境と情報環境要因の関連

性」を研究課題として科学研究費補助金（若

手研究スタートアップ）を受けた。その研究

成果として，看護管理者は看護拠点の位置か

ら近い病室に看護度の高い患者を配置するこ
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とを経験的に行なってきたが，看護拠点の分

散配置や在院日数の短縮により，必ずしも中

央看護拠点近くに看護度の高い患者を配置し

ていないことが明らかとなった。本研究者は

これまで，患者の状態に関して看護必要度を

基準に調査し病床毎の検討を行ってきた。看

護拠点は看護師の業務上必要不可欠なもので

あり，業務分析には重要な要因と言える。よ

って，効果的な看護管理を行うためには，多

くの病院で採用しているチームナーシング制

の中における看護師の動きと患者の状態（看

護必要度）の分析をもとに看護拠点の数や機

能を検討することが必要である。 

 

２．研究の目的 

 チームナーシングにおける看護必要度およ

び看護師動線とその業務内容から必要な看護

拠点の数や機能を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

(1)看護拠点数の違いによる患者転室の現状

と相違 

  本研究は，研究代表者の「看護拠点の位置

と看護・医療チーム体制に伴う病棟環境と情

報環境要因の関連性」を発展させたものであ

る。同研究課題での調査結果と合わせ急性期

病院の１病棟における看護必要度調査を重症

度の指標として両者を比較し，分析を行った。

前者は，病棟内で看護拠点を分散している（ス

タッフステーション１ヶ所，ナースコーナー

１１ヶ所）急性期病院Ａ病院の１病棟（以下，

Ｓ病棟とする）であり，後者は病棟内に看護

拠点が１ヶ所である急性期病院Ｂ病院の１病

棟（以下，Ｎ病棟とする）を調査対象とした。

調査対象病棟の概要を表１に示す。両病棟と

もに調査期間は２週間であり，調査内容は，

調査期間内に入院していた患者をナンバリン

グし，患者毎の病室配置および看護必要度を

収集し，分析を行った。看護必要度得点は，

診療の補助業務およびモニタリングの必要度

を示す看護必要度Ａ得点と日常生活援助の必

要度を示す看護必要度Ｂ得点である。なお，

上記の調査は両対象病院の倫理委員会で承認

を得た後，実施した。 

(2) 看護師の訪問回数と看護必要度調査 

 本調査は，上記のチームナーシング制の急

性期病院Ｂ病院の外科系１病棟 (２チーム

制)において，看護師の業務に関する追跡調査

と入院患者の看護必要度調査を行った。追跡

調査は，Ｘチームのリーダーナース１人と早

出２人，遅出１人を含むメンバーナース５人，

計６人全員に行った。調査方法は，各看護師

に対して調査員各１名が追跡し，時間，場所，

業務内容等を記録した。その後同記録に基づ

き，看護師の訪室回数，患者への主なケアや

処置を抽出した。入院患者の看護必要度は，

追跡調査と同日のＸチームが担当する全入院

患者24人に対して算出した。なお，本調査に

おいても対象病院の倫理委員会で承認を得た

後，実施した。 

 
４．研究成果 

(1)看護拠点数の違いによる患者転室の現状

と相違 

 調査期間中の患者数および転室の概要を表

２に示す。 

 また，両病棟における患者ごとの転室前後

の病室記号（図１，２）と看護必要度（Ａ/

Ｂ）得点の変化を表３，４に示す。両表とも 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に，患者番号横の上段が病室記号，下段は看

護必要度得点を表す。 

 Ｓ病棟では，どの転室においても転室前後

での看護必要度得点の変化は見られなかった

（表３）。 

 一方Ｎ病棟においては，17回中9回の転室で

看護必要度得点の大きな変化が 

見られた。そのうち，転室前後 

で看護必要度得点が大きく増加 

した回数は６回（表４薄灰色部 

分）であり，大きく減少したも 

のは３回であった（表４濃灰色 

部分）。 

 この結果から，看護拠点が１ 

ヶ所のＮ病棟においては同じ病 

棟内での患者の病室間移動（以 

下，転室）の半数は重症度（看 

護必要度得点）の変化によるものであったが，

中央の看護拠点以外にも看護拠点が複数ある

Ｓ病棟での転室は，患者の重症度の変化はみ

られなかった。また，看護拠点が１ヶ所のＮ

病棟では，患者の転室は看護拠点からの近さ

と病室の種類（個室か４床室）をもとに，転

室先の病室を選択していると考えられた。さ

らに，同病棟では重症度が高くなった場合で

も，看護拠点近くの病室には他の重症患者が

配置されていることが多く，看護拠点近くに

転室できない状況があることも推察された。

一方で，看護拠点が複数あるＳ病棟では，転

室自体の回数も少なく，看護拠点から遠い位

置にも看護必要度得点が高い患者が配置され

ていた。 

 これらのことから，中央の看護拠点以外の

看護拠点があることで，中央の看護拠点から

遠い位置でも転室をすることなく患者管理が

できる可能性があることが示唆された。 

(2)急性期病棟での看護必要度と看護師の患

者への訪問回数との関連 

 患者の情報（当日のイベントおよび看護必

要度）と各看護師

の訪問回数およ

び看護師の訪問

回数の合計を表

５に示す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 各患者の看護必要度Ａと看護師の訪室回数

は，相関係数が0.740であり強い相関が，また

必要度Ｂと訪室回数との相関係数は0.376で，

弱い相関が認められた。 

 次に，看護師の訪問回数に関しては，訪室

回数の平均値（11.8±8.6回）より多い群の看

護必要度ＡおよびＢ得点は，少ない群に比し

ともに高かった（必要度Ａ：p=0.009，必要度

Ｂ：p=0.022）。さらに，訪室回数が第３四分

位数（19.3回）より多い群の看護必要度Ａ得

点は少ない群より高かった（p=0.037）が，Ｂ

得点には差がなかった（p=0.165）。 

 看護師の追跡調査から，各患者の調査日の

主なケアと処置内容を抽出すると，点滴管理，

手術前後のケア，退院（指導），血圧測定，

血糖測定，オムツ交換，歩行介助などが見ら

れた。そのうち，点滴管理や手術後のケア，

排泄の介助の必要な患者には，看護師の訪室

が多く見られた。 

 このことから，看護必要度Ａでは，点滴管

理や時間尿測定によるモニタリングが得点化

されるため，得点が高いほど訪室回数が多く

なっていると考えられた。しかし，患者の状

態を判定する看護必要度Ｂと訪室は弱い相関

であった。また，第３四分位数での群分けで

は，訪室回数により看護必要度Ａ得点では差

があったのに対し，Ｂ得点の差はなかった。

よって，患者の日常生活の自立度が訪室回数

とは関連していない可能性が示唆され，診療

の補助業務やモニタリングを表す看護必要度

Ａ得点の高い患者の数により，看護拠点の数

や位置を検討する必要があると推察された。 

 (3)今後の課題 

 本研究結果は，現在の看護拠点の数に関す

る評価に留まり，効果的な看護拠点の具体的

な数や機能まで明らかにすることができな

かった。今後は，さらなる調査を行い，個別

的な患者の状況に合わせた看護ニーズに応

じた看護拠点の数や機能について検討し，実

際の急性期病院の病棟建築計画における実

現可能性について検討する必要がある。 
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